
1 8平成24年10月15日平成24年10月15日安岐の郷だより 安岐の郷だより

発行者　社会福祉法人 安岐の郷
　　　　特別養護老人ホーム 鈴鳴荘
　　　　広報委員会

住　所　大分県国東市安岐町下山口58番地
　　　　☎0978ｰ67ｰ2626　FAX 0978ｰ67ｰ3181
　　　　http://www.oct-net.ne.jp/~akisato/
　　　　E-mail：akisato@oct-net.ne.jp

安岐の郷だより安岐の郷だより 第４号

祝

　
楽
し
か
っ
た
敬
老
会
の

後
は
行
事
食
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。

　
毎
月
、
季
節
や
行
事
に

ち
な
ん
だ
行
事
食
は
ご
利

用
者
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　『
わ
ぁ
〜
お
刺
身
が
美
味

し
い
！
』『
こ
り
ゃ
〜
お
ご
っ

そ
う
じ
ゃ
！
』
な
ど
喜
び

の
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。

　
安
岐
の
郷
自
慢
の
ミ
キ

サ
ー
食
も
華
や
か
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。
エ
ビ
天
や

紅
白
饅
頭
が
美
味
し
そ
う

で
し
ょ
う
！
　
他
に
も
ご

利
用
者
の
食
事
形
態
に
合

わ
せ
て
ソ
フ
ト
食
も
用
意

し
ま
し
た
。

　
ご
利
用
者
の
方
々
に
と

て
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
よ

う
で
終
始
笑
顔
の
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

総
合
施
設
長
挨
拶

編集後記
　安岐の郷恒例である夏の盆踊りシーズンを終え、徐々に秋を感じられる季節と
なりました。鈴鳴荘では中庭でサンマを焼き、ご利用者の方々に秋の味覚を堪能
していただくパーティーを行いました。託児所の子ども達も参加し、笑顔と歓声
につつまれ賑やかな中庭に目をやれば、食の細い方がいつもに増して食べて下さ
る姿、またバーベキューをしよう！との声に職員の方が喜びを与えていただきま
した。
　さて、10月1日の創立記念日を迎え、鈴鳴荘が16歳の誕生日を迎えました。こ
の16年間には色々なことがありました。沢山の方々との出会いと別れを繰り返し
今日に至ります。伝統行事をはじめ、忘れてはならない想いや決意はこれからも
大切に守っていきたいと思います。そして多くの方々に助けていただいた16年間
でもあります。これからも地域に愛され地域に信頼される施設を目指し、より良
いケアを求め日々がんばっていきますので、今後ともご支援下さいます様よろし
くお願い致します。

（安岐の郷広報委員会）

ヘルパー養成研修（２級課程）開催　
例
年
に
な
い
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
夏
で
し

た
。
電
力
不
足
に
よ
る
万
が
一
に
備
え
た
計

画
停
電
が
広
報
さ
れ
た
た
め
、
停
電
に
備
え

て
予
行
練
習
を
二
度
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

特
に
お
食
事
や
水
分
補
給
、
排
泄
な
ど
の
面

で
は
、
高
齢
者
施
設
な
ら
で
は
の
課
題
が
あ

り
気
の
抜
け
な
い
、
記
憶
に
残
る
夏
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
に
も
自
然
は
確
実
に
秋
の
気
配

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
幾
分

凌
ぎ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
法
人
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
田
ん
ぼ
の
稲
穂
も
順
調
に

育
っ
て
い
る
よ
う
で
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

　
昨
年
は
、
長
年
の
「
働
き
や
す
い
職
場
作

り
」
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、「
平
成
二
十

三
年
度
子
ど
も
若
者
育
成
・
子
育
て
支
援
功

労
者
表
彰
」
に
お
い
て
最
高
位
の
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
と
と
も
に
「
大
分
合
同
新
聞
社
賞

２
０
１
２
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
表
彰
に
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
そ
し
て

地
域
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
祝
い
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
皆
様
と
共
に
喜
び
を
分

か
ち
合
え
る
幸
せ
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　
今
年
も
恒
例
の
夏
祭
り
で
は
、
各
施
設
の

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
輪
が

で
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
国

の
政
策
は
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
方
向
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。
地
域
力
が
ま
す
ま
す
試

さ
れ
る
時
代
で
す
。
そ
ん
な
中
、
九
月
六
日
・

七
日
に
行
わ
れ
た
「
第
八
回
全
国
高
齢
者
ケ

ア
研
究
会
ｉ
ｎ
東
京
」
で
は
地
域
と
創
る
「
住

民
参
画
型
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
私
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
「
朝
来
百
円

居
酒
屋
」
に
つ
い
て
報
告
、
鈴
鳴
荘
の
生
活

相
談
員
が
「
朝
の
申
し
送
り
」
に
つ
い
て
実

践
発
表
し
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
に
つ
い
て
勉

強
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
安
岐
の
郷
便
り
の
テ
ー
マ
は
「
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
」
で
す
。
一
年
の
取
り

組
み
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
よ
り
一
層

の
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総合施設長

髙橋　とし子

　昨年に続き、今年も鈴鳴荘にて『ヘル
パー養成研修（2級課程）』が行われま
した。6月14日から約1カ月半に渡り開催し
8名の受講生が全研修を修了しました。
来年度は『介護職員初任者研修課程（仮
称）』の開催を予定しております。募集の
際には新聞の折り込み広告などでご案内
しますのでお気軽にお問合せ下さい。

（鈴鳴荘　総務　髙橋直樹まで）

敬老
喜
べ
ば

喜
び
ご
と
が

喜
ん
で

喜
び
集
め
て

喜
び
に
来
る

デイサービスご利用者との麦畑♪

大分ウクレレ教室の皆様

ミキサーの
紅白まんじゅう

ミキサーにかけ、もとの形
にもどしたえびの天ぷら

どじょうすくい

ひよっとこ

この日は自慢の行事食

・  ・ ・  ・

敬老の日
　毎年恒例の敬老会。出し物はいつにも増して盛り上がりました。
　安岐の郷では各施設で敬老会を企画しています。慰問に来られ
たATダンスの子ども達と職員による、わんこ蕎麦・スイカ・とう
もろこしの早食い競技などのイベントをはじめ、仮装ダンス、託
児所の子ども達の合唱、ウクレレ演奏、ソーラン節やどじょうすく
いはご利用者から大きな笑い声と歓声があがりました。

ひょっとこ踊りとマスマスの縁起の良い演技

ノリノリのダンスでした！

託児所の子どもたち

　内閣府は子育てを担う家族を支援する取り組みに功績
のあった企業や団体、個人を表彰していて、今回「子育
て・家族支援」部門の最高位「内閣総理大臣表彰」
で全国２か所の一つに安岐の郷が選ばれました。平成
23年１１月２２日に内閣総理大臣官邸で行われた表彰式
で野田首相から「子どもや若者の笑顔は社会の健全さ
のバロメータだと思います。皆さんの先進的な取組が相
まって、次世代を担っていくたくましい子どもと若者が
育っていくことを願います。」とのお言葉をいただき、小
林習一理事長が表彰状を受け取りました。
　安岐の郷では2007年から孫を出産した子どもの育児
を手助けできる「ばあちゃんの出番です」休暇や父親の
育児を促進する「とうちゃんがんばれ、パパ修行中」な
どの特別休暇制度があります。また、３６５日開設の事業
所内託児所もあり、家庭と仕事の両立支援の取り組み
が認められました。
　受賞を広瀬知事、三河市長に報告してまいりました。

　10月１日は鈴鳴荘の創立16周年を迎えまし
た。安岐の郷では２年に一度、それぞれの施
設、それぞれの部署で取り組んだテーマを発
表する研究発表会を開催しています。この全体
発表会に向けて、鈴鳴荘、むさし苑、松寿
園、朝来サポートセンターではそれぞれ予選
会を行い、そこから選ばれた以下のチームが
10月１日、武蔵中央公民館で発表しました。

　第65回大分県民体育大会が９月８日・９
日・10日の３日間開催され、56会場で42競技
が実施されました。安岐の郷は、９日、臼杵
市立野津中学校体育館で行われた都市対抗の
綱引き競技（女子フェザー級、出場８名の合
計体重500㎏以内の部）に国東市代表として
出場しました。大分市、国東市、豊後大野
市、宇佐市、玖珠郡の５チームでそれぞれ１
本引きで力を競い合いました。世界大会３連
勝の実績がある人たちもいて強豪ばかり。５
チーム中４位との結果に終わり、力の差と、
練習不足を痛感しました。次に向かって若手
育成と練習強化を誓った一日でした。

・生きていてよかった　～外出支援から見えた笑顔～ （松寿園支援員）

・口腔ケア　～新たな取り組みについて～ （むさし苑特養　口腔ケア委員会）

・地域に支えられた助け合いの『輪』  （朝来サポートセンター）

・私はアルツハイマーです   （鈴鳴荘　グループホーム）

・『おいしかったぁ～ !!』　～より良い食事を目指して～ 鈴鳴荘厨房
・ドライブ日和　～デイサービスに来て良かった～ 鈴鳴荘デイサービス

●特別参加
　事務の仕事で必要なもの　～事務の仕事って何？～ 法人事務

　環境作りから子どもの育ちを考える　～北風と太陽～ 託児所

創立16周年記念職員研究発表会開催

第６５回大分県民体育大会
国東市代表 ～～ 綱引き女子チーム ～～ 

とっても
　　おいしゅう
　　　ございます

ミキサー食 普通食

研究テーマ一覧

岡本明菜
おかもと あきな

やすまつ ゆみこうの あかね

こうづ けんじ きよはら しんいち

笑顔を大切にし、安岐の郷
の職員として恥じないよ
う、ひとつひとつのケアに
心を込めて頑張ります。

河野 茜

食事を通して、もっともっ
と幸せな気持ちになっても
らえるよう、先輩栄養士に
習いがんばります。

安松由美

常に丁寧なケアを心掛け、
ご利用者の方々が快適で安
心してお過ごしいただける
ようにがんばります。

高津憲司

明るく元気にをモットーと
し、ご利用者が笑顔でお過
ごしいただけるように精一
杯がんばります。

清原真一

ご利用者の心身状態を把
握し、適切で効果的なリハ
ビリができるように一生懸
命がんばっていきます。

20122012

大
分
合
同
新
聞
社
賞

大
分
合
同
新
聞
社
賞

平
成
23
年
度

　
　「
子
ど
も
若
者
育
成
・
子
育
て
支
援
功
労
者
表
彰
」

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞

新人紹介

　
第
20
回
大
分
合
同
新
聞
社
賞
の
表
彰
式
が
３
月
15
日
に
大
分
市
の
大
分
合
同
新

聞
社
で
行
わ
れ
、
理
事
長
と
総
合
施
設
長
が
参
列
し
ま
し
た
。
大
分
合
同
新
聞
社

か
ら
産
業
・
地
域
表
彰
、
科
学
・
文
化
活
動
な
ど
で
認
め
ら
れ
た
12
の
個
人
、
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
安
岐
の
郷
の
「
子
育
て
・
家
族
支
援
」
部
門
の
「
内
閣
総

理
大
臣
表
彰
」
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
ブ
ー
ム
の
「
塩
麹
」
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
麹
屋
本
店
の
浅
利
妙
峰
さ
ん
、

国
の
料
理
人
表
彰
制
度「
料
理
マ
ス
タ
ー
ズ
」で
ブ
ロ
ン
ズ
賞
を
受
賞
さ
れ
た「
坐

来
大
分
」
の
店
長
兼
料
理
長
の
梅
原
陣
之
輔
さ
ん
、
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
全
国

大
会
で
２
連
勝
し
、
女
子
チ
ー
ム
と
し
て
は
初
優
勝
の
国
東
高
校
工
業
技
術
部
の

堀
内
智
香
さ
ん
、
田
中
真
実
さ
ん
な
ど
21
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
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地区ごとに

交代で口説きます

約600人の方のご参加を
いただきました。国東盆踊り保存会の皆さん

＝百円居酒屋と
      同日開催＝

大添、西本、下山口、山口、蜜柑山区、子ども会、老人ク

ラブの皆さんも一緒に盛り上がりました。

長かった夏も
これで終わり…。
長かった夏も
これで終わり…。

休けい中は

水分補給を

忘れません!

８月は何と言っても安岐の郷の夏まつり
　安岐の郷では各施設の盆踊りに加え、地域の方々との交流や地域活性化のお手伝いとな
りますように各地の盆踊りへも参加しています。8月12日に開催された大添地区盆踊りへ
の参加をかわきりに武蔵港祭り懸賞踊り、むさし苑、朝来サポートセンター鈴鳴荘、鈴鳴
荘（安岐町福祉ゾーン祭り）、松寿園、南安岐地区盆踊り、職員が居住する地区の盆踊り
へと積極的に参加させていただきました。また、各施設盆踊りには地域の方々をはじめ、
ご利用者のご家族など多くの方々にご参加いただきましてありがとうございました。

念願の優勝!!
815

812

３位入賞！

むさし港まつり 大添地区大添地区

安岐の郷　むさし苑チーム 安岐の郷　星組

816朝来サポートセンター

鈴鳴荘松寿園

　
昨
年
は
３
位
入
賞
を
果
た
し
、『
今
年
こ
そ
優
勝
！
』
を
目
標
に
メ

ン
バ
ー
は
日
々
の
練
習
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
退
社
後
に
集
ま
り
『
基

本
に
忠
実
！
』『
動
き
を
揃
え
て
！
』
と
動
き
は
も
と
よ
り
、
指
先
、

目
線
ま
で
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
細
か
な
指
導
が
続
き
ま
し
た
。

　
メ
イ
ク
が
得
意
な
職
員
を
集
め
メ
イ
ク
や
髪
形
を
打
合
せ
、
見
た
目

に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　
参
加
当
日
、『
安
岐
の
郷 

星
組
』
は
一
糸
乱
れ
ぬ
演
技
に
鮮
や
か
な

衣
装
と
メ
イ
ク
で
念
願
の
優
勝
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
む

さ
し
苑
チ
ー
ム
も
３
位
入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
い

夏
の
夜
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

とっても大きな輪
ができました

818
820822

南安岐地区9 2

むさし苑
慰霊祭

　
安
岐
の
郷
で
は
各
施
設
の
盆
踊
り
に
合
わ
せ

て
慰
霊
祭
を
行
って
お
り
ま
す
。
施
設
を
ご
利

用
さ
れ
て
い
た
方
で
今
年
が
初
盆
と
な
る
方
々

を
ご
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
む
さ
し
苑
で
は
ご
導
師
善
長
寺
様
の
ご
読

経
、
仏
教
婦
人
会
の
ご
詠
歌
と
お
舞
に
続

き
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
、
地
域
の
方
々
、

職
員
が
焼
香
を
す
る
な
ど
、
し
め
や
か
に
慰

霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
鈴
鳴
荘
は
朝
か
ら
気
合
が
入
り
ま
す
。
前

日
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
安
岐
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
三
角
ベ
ー
ス
、
福
祉
団
体
、
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
皆
様
方
と
会
場
準
備
を
し
ま

し
た
が
、
福
祉
ゾ
ー
ン
祭
り
の
い
よ
い
よ
今
日
が
本
番
。

　
鈴
鳴
荘
で
も
午
前
中
に
浄
泉
寺
の
中
野
住
職
様
の
読

経
を
い
た
だ
き
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
家
族
会
代
表

の
方
と
共
に
初
盆
供
養
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
終
了
後

中
野
住
職
様
よ
り
、
お
盆
の
意
味
、
盆
踊
り
の
意
味
な

ど
の
お
説
法
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
夜
は
住
職
様
の

教
え
通
り
、
み
ん

な
で
楽
し
く
、
賑

や
か
に
踊
っ
て
霊
を

慰
め
ま
し
た
。

今日のために
横浜から

駆けつけてくれた
娘さんと一緒で
幸せです。

バッチリ

決まってる!！

ご
自
宅
の
二
階
か
ら
盆
踊
り
を
見
て
い
た

方
か
ら
後
日
、踊
り
の
様
子
を
し
た
た
め
た

俳
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

糸原区盆踊り保存会の皆さんの太鼓と口説きで

盛り上がります。



松
原
地
区
老
人
会
会
長
様

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
私
た
ち
老
人
会
は
毎

年
花
見
、
お
接
待
、
盆

踊
り
、
運
動
会
等
の
行

事
で
松
寿
園
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
、
親
睦
で
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
の
上
、

今
年
よ
り
大
神
宮
社
の

清
掃
を
皆
さ
ん
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
キ

レ
イ
に
整
備
さ
れ
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
互

い
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
ふ
れ
あ
う
事
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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安
岐
町
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン

ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
見
立

て
細
工
』
に
今
年
も
参
加
し

ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
廃
材
を

利
用
し
『
ト
キ
の
家
族
』
を

作
り『
絆
』を
表
現
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
託
児
所

と
協
力
し
『
が
ん
ば
ろ
う
日

本
』
を
テ
ー
マ
に
『
サ
ッ
カ
ー

の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
澤 

穂

希
選
手
』
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

鈴
鳴
荘
は
熊
本
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
『
く
ま
も
ん
』
を
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
材
料

に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ど
の
作
品
も
制
作
は
ご
利

用
者
の
方
々
が
主
体
と
な

り
、
ス
タ
ッ
フ
は
最
後
の
仕

上
げ
や
運
搬
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
ど
れ
も

見
事
な
出
来
栄
え
に
、
ご
利

用
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
大
満

足
！
　
自
信
を
も
っ
て
出
展

し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
２
位
（
国

東
市
商
工
会
安
岐
支
所
長

賞
）
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
来
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鈴
鳴
荘
も

４
位
入
賞
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

デイサー
ビス２位

朝来サポートセンター鈴鳴荘
４位

グループ
ホーム　

　

・託児所

く
ま
も
ん
で
す

澤選手です
よく似ているでしょ

むさし苑の地域との交流

松寿園ではご利用者が地域の清掃ボランティア

地域とともに歩む朝来サポートセンター

　
む
さ
し
苑
で
は
国
東
市
よ
り

委
譲
さ
れ
る
前
よ
り
『
お
せ
っ
た

い
』
が
あ
り
ま
し
た
。

　
安
岐
の
郷
で
は
、
こ
の
大
切
な

伝
統
行
事
を
絶
や
し
て
は
な
ら

な
い
と
、
今
で
も
し
っ
か
り
と
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

　
花
祭
り
の
日
に
は
甘
茶
を
お

土
産
に
武
蔵
子
ど
も
園
の
園
児

達
が
遊
び
に
き
て
く
れ

ま
し
た
。

　
お
参
り
に
行
っ
た
帰
り
道
に

寄
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
か
わ
い
い
園
児
達
が
届
け
て
く

れ
た
甘
茶
を
ご
利
用
者
は
終
始

笑
顔
で
味
わ
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
寿
園
で
は
、
毎
月
２
回
、
近
く
の
神
社
と

お
寺
の
清
掃
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
一
人
一
提
案
と
い
う
職
員
に
よ
る
提
案
事
項
か
ら

で
す
。
も
っ
と
地
域
と
ふ
れ
あ
う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
ま

ず
は
近
く
の
松
原
神
社
の
清
掃
活
動
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
元
気
な
ご
利
用
者
が
多
い
松
寿
園
で
は
ご
利
用
者
の
方
々
が
先

頭
に
立
っ
て
作
業
を
進
め
ま
す
。
集
合
時
間
よ
り
早
い
時
間
に
集

ま
り
、
職
員
の
方
が
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

草
取
り
や
落
ち
葉
集
め
を
黙
々
と
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。
先
日
の

清
掃
作
業
で
は
過
去
最
高
の
18
袋
も
落
ち
葉
を
集
め
た
と
の
こ
と
。

集
め
た
落
ち
葉
は
、
松
寿
園
の
野
菜
畑
に
肥
料
と
し
て
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
萬
弘
寺
の
境
内
の
清
掃
を
終
え
て
か
ら
ご
住
職
の
お

話
を
お
聞
き
す
る
の
が
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
住
職
が
ふ

る
ま
っ
て
下
さ
る
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
す
。

　「朝来サポートセンター鈴鳴荘」は、今年で満４年を迎えます。朝来小学校を
改修して開業したのが平成21年１月１日。地域密着型事業の小規模多機能型居
宅介護事業と交流型デイサービスの併設事業でスタート。交流型デイでは毎月
一回定期開催している「100円居酒屋」が定着し、毎回100人前後の地域の皆様

が来てくださいます。野菜の提供や草刈りなど、地域の有志の方約50名が「朝
来サポートセンターを支える会」のボランティア組織を立ち上げ、ご協力いた
だいています。本当に地域とともに歩んでいることを実感しています。今日は
その一端をご紹介します。

百円居酒屋

　
朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鈴

鳴
荘
が
、
毎
月
一
回
定
期
開
催

し
て
い
る
１
０
０
円
居
酒

屋―

。
今
回
は
、「
N
P
O
法

人
ほ
た
る
」（
稙
田
和
彦
理
事

長
）
が
企
画
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
ほ
た
る
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

の「
ほ
た
る
祭
り
」に
合
わ
せ
、

６
月
９
日
に
行
い
ま
し
た
。
会

場
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
す
る
体
育
館
。
い
つ
も
は
１

０
０
名
前
後
の
参
加
者
で
す

が
、
今
回
は
ほ
た
る
祭
り
と
の

共
催
と
い
う
事
で
、
３
０
０
人

と
会
場
は
満
杯
、
大
盛
況
で
し

た
。

　
５
月
12
日
の
１
０
０
円
居
酒

屋
に
は
湖
本
恭
子
さ
ん
が
来
て

く
だ
さ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
広
げ
ま
し
た
。
湖
本
さ

ん
の
「
国
東
半
島
へ
」「
あ
さ
が

お
」
な
ど
の
持
ち
歌
の
歌
謡

シ
ョ
ー
の
後
、
湖
本
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
朝
来
小
学
校
校

歌
、
中
学
校
校
歌
を
大
合
唱
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
校
歌
を
し
っ

湖本恭子ショー・朝来小・中学校校歌、
朝来民謡に朝来パワー満開！

か
り
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に

感
動
。
ま
た
、
朝
来
民
謡
も
飛
び
出

し
、
皆
さ
ん
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
安
岐
の
郷
で
は
『
コ
ス
モ
ス
の

会
』『
ふ
れ
あ
い
喫
茶
』『
理
美
容
』

『
居
酒
屋
応
援
隊
』
な
ど
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
話
相

手
や
洗
濯
の
お
手
伝
い
、
生
花
教

室
、
手
芸
教
室
、
施
設
内
で
の
喫

茶
店
を
は
じ
め
、
理
美
容
や
１
０

０
円
居
酒
屋
の
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
イ
キ
イ

キ
と
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
感
謝
致

し
ま
す
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
ケ

ア
を
目
指
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
気
が

引
き
締
ま
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
慰
問
に
訪
れ
て
下
さ
る
方
々
も
多
く
と
て
も
有
り
が
た
い
で
す
。

　
手
品
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
や
生
演
奏
な
ど
内
容
は
様
々
で
す
。

　
時
に
は
懐
か
し
い
童
謡
や
思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
と
、
ご
利
用
者
は

涙
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
育
園
の
園

児
が
演
劇
や
歌
を
披
露
し
て
く
れ
た
り
、
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
方
々
も
慰
問

に
訪
れ
ま
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
ま
た
お
越
し
下
さ
い
。

　
他
に
も
、
介
護
実
習
生
の
受
入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
は
じ
め
、
沢
山
の
方
々
に
施
設
を
見
た
り
感
じ
た
り
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
開
放
す
る
こ
と
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
福
祉
施
設
と
地
域
と
の
距
離
感
を
近
づ
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
声
掛
け
下
さ
い
。

　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
鈴
鳴
荘
で
は
毎
月
手
作
り
新

聞
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　
鈴
鳴
荘
で
の
話
題
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
時
の
記
事
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
ご
利
用
者
と
職
員
で
地
域
の
方
々
へ

手
配
り
を
始
め
ま
し
た
。
ご
利
用
者
が
歩
い
て
い

け
る
範
囲
だ
け
で
す
が
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
中
に
は
『
ち
ょ
っ
と
休
憩
し
て
い
っ
て
〜
』
と

お
茶
を
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

手芸

吉美会

生花教室
フラダンス

　大分市、別府市など県内をはじめ、
県外からも施設見学が絶えません。施
設の都合が合う日にはできるだけお受
けするようにしております。

ボランティ
アさん

ふれあい
喫茶

施設見学

慰問

　
夏
の
体
験
学
習
で
安
岐
中
央
小
学
校
の
皆
様
が

来
荘
さ
れ
福
祉
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

が
車
イ
ス
の
注
意
点
を
説
明
し
た
後
に
社
会
福
祉

協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
一
緒
に
、
車

イ
ス
に
乗
車
す
る
人
、
車

イ
ス
を
押
し
て
歩
く
人
と

交
互
に
乗
車
・
介
助
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
特
に
注

意
さ
れ
た
段
差
や
坂
道（
傾

斜
）
の
体
験
で
は
真
剣
な

表
情
で
車
イ
ス
を
押
す
子

ど
も
達
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
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　「鈴鳴荘」に入所されていたご利用者が亡くなられ、ご家族の了解
を得て耕作放棄地となった棚田約５反を借り受けたのが今年の１
月。まずは草刈からスタート。消防署に連絡、枯草を焼却しました
が、火の勢いを体感しました。様子伺いに消防車も駆けつけていた
だきましたが、無事終了。この棚田は「美味しいお米ができる」と、
評判の農地です。トラクターが入らない通路が狭い田圃で、耕運機
で耕しました。いよいよ米作りの準備です。市に計画を提出したら、
「今年はこの地区ではコメが作れません」と、つれない返事。やる
気を削がれましたが、気を取り直して大豆を作ることにしました。
　大豆は手作業です。女子職員まで動員して終了。「農業がこんなに
大変とは・・・。職員皆が経験した方が良いと思います。」との感想。
折角苦労して植えた大豆ですが、カラスには植えた大豆を食べら
れ、鹿には新芽を食べられてしまい、散々な出来となりました。貴
重な経験をさせていただきました。来年に生かしたいと思います。

　社会福祉法人安岐の郷は、今年から本格的に農業に取り組ん
でいます。一つは耕作放棄地を棚田に復活するものです。もう
一つは、米作りです。その一端をご紹介します。

鹿に
やられた！

棚田を復活

　やはり、農業をされていたご利用者が亡くなられ、トラクター
から籾すり機、乾燥機まで稲作の農機具を一式持っておられまし
たが、ご家族のご厚意で譲っていただきました。これまで、安岐
町で田圃を使わないかとの依頼が数件あり、折角の機会なのでこ
れを機に、本格的に米作りに取り組むことにしました。まずは、
専業農家の方にトラクターの使い方を指導していただきました。
次いで、鈴鳴荘の庭で苗作りを行いました。見よう見まねで苗箱
に準備をしました。トラクターが田圃に埋まって動けなくなった
り、田植え機では周りから稲を植えて行き、出られなくなったり
と、素人集団で色々失敗もありましたが、１町５反の田圃には順
調にお米が育っています。収穫が楽しみです。

　なお、田圃等、農地をご利用させていただける方はご一報くだ
さい。

（担当：鈴鳴荘 総務・高橋：TEL 67-2626）

米作り
After

託
児
所
あ
れ
こ
れ

託
児
所
あ
れ
こ
れ

　
平
成
24
年
３
月
24
日
に
託
児
所
よ

り
『
こ
う
へ
い
く
ん
』『
は
る
と
く
ん
』

『
ゆ
あ
ち
ゃ
ん
』
の
３
名
の
園
児
が

卒
園
し
ま
し
た
。

　
卒
園
証
書
授
与
の
後
に
、
園
児
達

の
成
長
の
歩
み
が
ス
ラ
イ
ド
で
映
し

出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
一
緒
に
過
ご
し

た
日
々
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
ま
し
た
。
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
、
目
を
輝
か
す
園
児
達
に

大
き
く
成
長
し
た
こ
と
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
式
に
参
加

し
て
下
さ
っ
た
ご
利
用
者
代
表

の
方
よ
り
祝
辞
と
万
歳
三
唱
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
誰
も
が
自
分
達
の
孫
、
ひ
孫
の
成
長
を
見
る

か
の
ご
と
く
、
目
を
細
め
て
園
児
達
を
優
し
く
見
守
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
に
通
い
始
め
て
も
、
帰
り
に
は
託
児
所
に
寄
る
子
ど

も
達
が
多
い
の
で…

託
児
所
の『
お
に
い
ち
ゃ
ん
』『
お
ね
え
ち
ゃ

ん
』
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ヨ
ロ
シ
ク
ね
！

託
児
所
の
卒
園
式

耕作放棄地でした
Before

ご利用者に手伝っ
て

いただきました！

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
万
歳
を
三
唱
し
ま
す
！

幼
稚
園
に

行
っ
て
も

元
気
で
ネ
！

職員からの一人一提案で始まった

『ありがとうの木』
　
鈴
鳴
荘
で
は
託
児
所
の
子
ど
も
達
が
、
ご

利
用
者
の
お
誕
生
日
に
お
祝
い
に
行
く
の
が

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
は
お
祝

い
の
お
礼
に
、
折
り
紙
で
装
飾
し
た
り
、
金

メ
ダ
ル
に
模
し
た
『
あ
り
が
と
う
』
を
込
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
子
ど
も
達
へ
贈
り

ま
す
。
子
ど
も
達
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
を
『
あ
り
が
と
う
の
木
』
に
飾
り
ま
す
。

今
で
は
沢
山
の
『
あ
り
が
と
う
』
が
実
っ
て

い
ま
す
。

年齢に合う数字が用意できたかな？

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ら
っ
た

「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ら
っ
た

「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」

ご
利
用
者
も
子
ど
も
達
も

誕
生
日
が
待
ち
遠
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
が
最
高
の
職
員
で
す

　「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
む
さ
し
苑
」
は
、

定
員
10
名
の
小
規
模
タ
イ
プ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

通
所
介
護
事
業
所
で
す
。

　
そ
ん
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
か
わ
い
い
天
使
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
鈴
鳴
荘
の
託
児
所
の
子
ど
も

達
で
す
。
毎
月
２
回
訪
問
し
て
く
れ
ま
す
。
普
段

ク
ー
ル
な
表
情
の
ご
利
用
者
も
子
ど
も
達
を
前
に

す
る
と
思
わ
ず
素
敵
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
子

ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
本
当
に
暖
か
い
、
幸

せ
な
時
間
が
流
れ
ま
す
。

　
む
さ
し
苑
・
鈴
鳴
荘
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
通
常

は
昼
食
だ
け
の
お
食
事
で
す
が
、
施
設
と
併
設
し

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
朝
食
や
夕
食
の
提
供
も

行
い
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
た

時
間
延
長
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日

以
外
は
年
末
年
始
も
関
係
な
く
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

託
児
所
と
の
交
流

わしたちゃデイサービスに
来ちょるはずじゃあけんど…。

平成24年10月15日

今年の
遠足は

ラクテ
ンチ！今年の
遠足は

ラクテ
ンチ！

笑顔で卒園式


